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土偶と慧曜石
「縄文どんぐりカフェ」が絵本

絵本「2つの国宝土偶と黒曜石」を完成
させた縄文どんぐりカフェのメンバーら

茅
野
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
縄

文
ど
ん
や
り
カ
フ
ェ
」
（
鵜
飼
恭
子

代
表
、
1
5
人
）
は
、
同
市
内
で
出

土
し
た
二
つ
の
国
宝
土
偶
の
価
値

を
伝
え
よ
う
と
絵
本
「
2
つ
の
国

宝
土
偶
と
黒
曜
石
」
を
製
作
し
た
。

「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
「
仮
面
の
女

神
」
と
黒
曜
石
と
の
関
係
を
題
材

に
、
縄
文
文
化
を
育
ん
だ
八
ヶ
岳

山
麓
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
魅
力

を
紹
介
し
て
い
る
。

．
2
0
1
8
年
に
発
足
し
た
同
会

は
、
食
を
通
し
て
縄
文
時
代
の
暮

ら
し
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
撃
つ

と
、
パ
ン
作
り
教
室
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
活
動
の
中
で
国
宝
土
偶

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
手
段
と

し
て
、
絵
本
の
製
作
を
決
定
。
県

の
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を

活
用
し
た
。

文
章
は
鵜
飼
代
表
、
絵
は
会
員
で

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
小
林
美
里

さ
ん
が
担
当
。
市
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
市
民
会
議
縄
文
を
識
る
部

会
員
で
「
縄
文
か
る
た
」
製
作
に
関

わ
っ
た
小
林
書
久
一
さ
ん
が
編
集

を
行
い
、
市
尖
石
縄
文
考
古
館
元
館

長
の
鵜
飼
幸
雄
さ
ん
が
監
修
し
た
。

絵
本
で
は
、
縄
文
時
代
に
霧
ヶ

峰
で
採
れ
た
黒
曜
石
を
求
め
て
人

や
物
が
集
ま
っ
た
状
況
な
ど
、
二

つ
の
国
宝
土
偶
が
誕
生
し
た
背
景

を
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
と
と
も

に
紹
介
し
て
い
る
。

鵜
飼
代
表
（
哲
＝
茅
野
市
＝
は

「
国
宝
土
偶
が
二
つ
も
あ
る
こ
と

に
注
目
し
た
。
人
が
集
ま
り
、
文

化
力
が
高
ま
っ
た
八
ヶ
岳
周
辺
の

環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
か
わ
い

い
イ
ラ
ス
ト
と
文
章
で
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

A
5
判
2
4
琴
で
、
3
0
0
部
製

作
。
諏
訪
地
方
6
市
町
村
の
図
書

館
や
茅
野
市
内
小
中
学
校
な
ど
に

寄
贈
す
る
。
5
日
か
ら
は
尖
石
縄

文
考
古
館
売
店
で
1
冊
1
0
0
0

円
（
税
別
）
で
販
売
す
る
。
絵
本

完
成
を
記
念
し
て
来
年
1
月
8
日

午
後
1
時
か
ら
、
講
演
会
「
縄
文

の
ビ
ー
ナ
ス
を
語
る
」
壷
茅
野
市

民
館
で
開
く
。

′
問
い
合
わ
せ
は
同
会
事
務
局

（
電
話
0
9
0
・
8
7
4
7
・
5

1
2
5
）
へ
。
　
（
宮
沢
知
史
）


